
攣論
　

灘鰐
叢

.

論
調

…叢

戦

後
に
於
け
ろ
掲

逸

の
財

産

税
尊
論
ず

:

利
潤

龍
分
實
施
上

の
諸

問

題

・

需
要
曲
線
供
給
曲
線

及

び

債

格

曲
線

・

戦
後

濁
逸

の
肚
會
主
義
運
動

:

・

時
}

憾
㎜

税
制
整
理

の
主

要
問
題

に

就

き
て

・

説

苑

蕾

岩

國
藩

の

製

紙

原

料

保
護

政

策

・

我

國

在

来

の
商

業

帳

簿

・
・

所

得

と

勢

賃

:

・
、・
:

:

:

・

雑

}蘇

い
Φ×
冨

の
公

共

輻

趾

観

:

・

最

近
我

國

・於

・・地

方
費

・組

成

・
増

加

國

際

労

働

立

法

:

:

・

.
法
學
博
士

.
法
學
博
士

.
法
學
博
士

.
注
學
博
士

河 河 田 小

田上畷

嗣 錦 太

郎 肇 治 郎

・
法
學
博
士

聯

戸

正

雄

.
経
済
學
士

■
渋

墨

士

.
脛
濟
學
士

●
注
學
博
士

.
・
経
済
學
士

.
・
注
學
博
士

堀 大 吉

森 川

経 研 元

夫 造 光

財

部

静

治

小

山

田

小

七

河

田

嗣

郎

・

一



羅

.

躍
国
富

の
公
共
輻
祉
観

財

部

ザ
ン
ラ
イ
ズ

朱
・煙
草

「
日
出
」
を
商
賈
激

ε
し

つ
、
、

狗
」

を
萱
出

し
、

に
私
益

を
謀

る
者

あ
b
し

は
、

静

治

各
種

の
「
天

國
盆

の
親
玉
て
ふ
名

に
於
て
、
熾

ん

二
十
飴
牛
乱馴
の
こ
ε
な

り
し
ε
託
濾
す
、
産
業
振
は
す
企
業
.恥
獲
達
せ
さ
る
所
、

進
み
で
各
種
の
事
業
を
計
讃
繧
管
し
、
か
く
て
私
益
を

謀

る
着
多
か
ら
ん
か
、
そ
は
や
か
て
公
益
ご

一
致
す

る

こ
ε
も
あ
ら

ん
、
さ
れ
ざ
前
世
紀
に
於
け
る
、
諸
国
経

済
攣
遷
の
跡
を
繹
漁
る
に
公
益

に
背
き
て
私
利
を
射

る

に
汲
々
た
り
し
事
例
は
多
く
、
天
公
益
を
謀

る
の
美
名

に
隠
れ
て
.
積
機
を
肥
や
せ
る
の
例
も
紗
か
ら
す
、
か

～
る
事
象
を
取
扱
ふ

へ
き
、
麗
濟
學
特

に
経
済
歌
策
及

枇
會
政
策
の
、
研
究
に
就
き
て
之
を
察
す

る
あ
、
學
者

は

一
般

に
右
の
事
賢
を
認

め
、
公
共
的
歎
用
、
公
共
輻

阯
、
全
髄
の
繭
胤
等
、
凡
て
公
益
國
盆
を
含
意
す

へ
き
、

雑

録

需

覧
u・
公
共
幅
砒
観

諸
用

語
を
用

う

る
こ
ε
頻

り
な

る
に
拘
は
ら
す

、

そ
の

用
語

の
意
義

如
何

し
つ
き
て
は
、
之
を
腰
膝

に
付
す

る

こ
ざ
多

し
、
尠
く

ε
も

之
を
以

て
自
明

の
概
念
現
す

る

の
趣

あ

る
ε
共

に
、
寓
①
三
訂
ヨ

の
功
利
説

に
支

配
せ
ら

れ

、
之
を

以
て
最

多
数

人

の
最
大
幸
輻
覗
す

る
者

は
多

し
、「
慮
用
耽

會
學

に
よ
り
達

せ
ら

み

へ
き
目
的

は

、
敷

別

て
ふ
語
詳
言
す

れ
は
最
多
数

人

の
最
大

幸

輻

に

よ

り
、
明
確

に
示

さ
る
」

ご
せ

る

閃
巴
「6三
国

の
如

き
は
、

明
白

に
之
を
表

明
せ
る

一
人
な

り
、
素

よ
b
學
老
中

に

は
、
諸

経
濟
過
程

の
研
究

を
、
他

の
『肛
會
的

諸
過
程

の

研
究
よ
、b
引
離

し
、
之
を
産
業

叉
は
富

に
關
す

る
、

一

撃
問
た
ら

し
む

る
こ

ε

、
し

て
も
、
果

し
て
學

問
存

立

の
歎
あ

る
や

ご
、
疑

ふ
者

を
生

し
た

る
ざ
共

に
、
交
易

し
得

へ
き
貨
物

に
つ
ざ
、
貨
幣
名
義

に
て
測

れ

る
所
を
、

軍
純

に
叙
説
す

る

の
み

に
て
は

、
そ
の
貨

物

の
生
産
消

費

に
よ
b
、
人
生
及

人
の
幸

幅

に
及
ぼ
す

諸
結
果

に

つ

き
、
何

等
有
用

な

る
知
識

を
授
け
す

ご
し
、
特

に
正
統

學
涙

に
よ

る
、
狭

き
経
済
學

の
敷
力
及
有
用

を
拒
む
者

起

れ
り
、

か
の
物
質

的
幸

輻
は
人
生
を
測

る

へ
き
、
.究

極
叉
唯

一
の
試
金

石
た

る
能
は
す

ε
し
、
脱

俗
高
雅

の

第
十
二
巻

(第
五
號

一
四
三
)

入
O
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.

薙
.

繰

[
①臥
の
公
共
幅
肚
鶴

士

は
凡

て
、
激
樂
窮

り
な

き
愚
者

た
ら
ん
よ
り
は
、
哀

情
多
き
哲
學
者

た
ら

ん
こ
ε
を
、
可

ε
す

へ
き

こ
ご
を

認

め
.
常
時

に
於

け

る
諸
経
濟
學
者

の
功

利
主
義

を
、

罵
倒

せ
し

日

国
号

霞
亀
6
隣
黙

H
Φ・。臣

の
如

き
は

、
此

振

の
代
表
的

一
撃

者
π
る

ざ
共

に
、
古
ぐ
は

寄

隆

昌

も
亦
評
論

せ
り
、
「
生
命

以
外

に
富

ε
す

へ
き
も
の
全
く

な

し
、
即

ち
愛
、
興
樂

及
嘆
美

の
諸
力
を
、
悉

く
含

む

へ
き
生
命
は
黙
り

、
諸

国
中
高

貴
天
幸

瓶
な

る
、
人
間

の
最
多
数

を
育

成

す

へ
き
も

の
は
、
最
も
富

め
り

、
自

己
生
存

の
諸
職
分
を
、
最

上
迄
完
成

せ
し

め
、
人
格

の

カ

こ
そ

の
資
産

の
助
け

ε
に
よ
り
、
他

人

の
生
命

に
裨

益
す

る
こ
ε
、
最
も
多

き
者
は

、
萬
人
中

景
も
富

め
b

」

ε
、
實

に
人
生

の
諸
過
程
相
互
間

に
は
、
融
即
不
離

の

關
係

あ
り
、
而
し

て
人
生

の
理
想

ε
し
て
は

、
生
活

は

質
素

に
思
慮
は
高
街

に

す

へ

し

コ
巴
旨
專

ヨ
αq
、
霞
讐

酔罵
5
江
コ
σq

ご
も
、
唱

へ
得

へ
き
所

な
り

、
か
く
観

し
來

ら

ん
か
、
纒
濟
學

肚
曾
問
題

の
研
究

上
、
公
共

の
福
祉

何

だ
る
か
の
問
題

は
、
基
本
問
題

ε
し
て
精

研

さ
る

ン

の
要

あ
る
を
、
想

は
す

ん
は
非

る

へ
し
、
人
或
は

一
切

の
科
學

的
専
門

か
、

一
の
切
断
行

爲
を
前

提

ご
す

へ
き

第

十
二
巻

(第

五
號

「
四
四
)

八
〇
二

●

こ
ε
を
認

め
、
経

済
學

は
、國
氏
文
は
軋肌
會

の
経
済

生
活

を
攻
究
す

へ
し

ε
説

き
、
右

の
如

き
基
本
問
題

は
.
経

済
學

以
外

の
墨
問

に
よ
り

、
闡

明

さ
る

へ
き
所

な
り
ε

な
す

こ
ざ
あ

る

へ
き
も
、

そ
の
専
門
學

理
を
懸
用

し
、

之
を
土
墓

ご
し
て
、
人
間
行
動

の
諸

規
矩
を
立

て
ん
ε

す

る
際

に
は
之
を
公
益
観
念

に
照

し
、
調

節
叉
は
矯

正

を
加

ふ
る
の
要

あ

る

へ
き

は
、

そ
の
人
も
否
定

し
得

さ

る

へ
し
。

か

Σ
る
見
地

に
立
脚
す

る
場
合

、
参
考

の
儂

値

に
留

め
る
評
論

は
、
経

済
學
耐
…會
【政
策

ε
言

ふ
か
如

き
、
表
題
を
宿

せ

さ
る
著

書
中

に
も

、
獲
見

さ
る
.、
こ

ざ
多

き
や

、
団
ユ
日
。
監

U
窒

。
ぎ
伊

諺

ρ
⊆
9

峠諺

二

p

uQ
毛

窪
。
「ま

祭
の
〉
坦

。
山
国
×
。
塁

(近
日
に
至
り
、
邦
謬
・し

て
小
川
隆
四
部
氏
『勝
つ
民
、、
資
く
ろ
民
』歯
っ
)
笛
〃三
編
…第
五

章

の

一
例

に
就

き
て
見

る
も

、
明

か
な

る
こ
ご
を
注
意

し

つ

＼
、
吾

人
は
今
之

か
評
論

を
他
日

に
譲

9
、
藪

に
は
軍

に
沈

黙

に
關
す

る
、
目
①×
崩伊

≧

一㈹
σ
田
虫
器

く
三
訂
ゴ
・耳
頃
,
.

。
罫
莚

魯
昼

Q
・
湯
口
山
.
ロ。
■
D
ひ
の
所
説
を
、
紹
介

し

お
く

こ
ε
に
止
む

、
問
題

を
取
扱
ふ

こ
ざ
深
刻

な
り

ε
す

る

を
得

さ
る
も

、
簡

明

に
説
き
出
せ

る
所

は
.

か
、
る
問

題

の
虎
…理

を
、
巧

み

に
回
避

せ
ん
ε
す

る
多
く

の
経
済

■



匪

「

畢
者

ぎ
、
.そ
の
選

を
異

に
す

ε
考

ふ
れ
は
な
り
。

経
済
學

経
済

政
策

に
ご
り

て
の
中

一6
思

想
は
、
原

則

ざ
し

て
.一
つ
に
限
ら

れ
得

へ
し
、
即

ち
出

家

る
丈

け
有

効

に
、
公
共
漏

泄
を
助

長
す

る
こ
ご
之
な

り
、
素

よ
り

一
定

の
場

合

に
、
眞

に
全
艦

の
利
益

現
す

へ
き
も

の
、

何

た

る
か
に
就

き
、
必
ず

し
も
意
見

の

一
致

な
し
、
從

ひ
て
叉
罠
信
念

の
下

、

か
＼
る
問
題

を
取
扱

ふ

へ
き
學

者

の
仲
間

に
も

や
議
論

の
衝
突

は
起

り
得

へ
し
、

さ
れ

ε
學
問
上

に
あ
り
て
は

、
利
害

關
係

者
も

そ
の
事

に
就

き
、
學
問

的
色
彩

の
下

に
、
主
張

し

つ

＼
あ

る

か
如

く

、

粧

ふ

こ
ご
あ

る

へ
け

れ

ご
、
そ

の
影

響

に
謝

し
て
は
超

然
%

る
こ
`
、
無
慾
件

に
必
要

な
り

、
事
實

上
あ
ら
ゆ

る
國
家

に
於

て
、
経
済
政

策

は
圭

`
し

て
、
経
済
的
特

別
利
益
を
宿

せ

る
、
徒

蕪

の
掌
裡

に
あ
り
、

一
往
蕪

の

み
に

て
濁

立

し
て
、
そ

の
意

志
を
遂
行
す

る
の
力
足
ら

す

ε
せ
ん

か
、
他

の
徒

蕪

ご
結
束

し
て
、
協

同

の
策

略

・
に
出

つ
へ
し
、
か

Σ
る
事
情

の
下
、
學
問

は
客
観
的

に

立
足

せ
る
、
そ

の
信
念

に
よ
り
「
し

か
あ
る

へ
し
』
し。
転
『

ω
oロ
陣o
(近
年
『雷
鳥
』
の
課
字
号
、
之
に
當
つ
み
人
少
か
ら
凱
み
か
如

斗
、も
、
『當
然
』
ざ
す
る
は
　
層
冨
然
な
ら
さ
る
や
芝
想
ふ
)
こ
す

へ
き

雑

鍮

[
霧
『

公
共
繭
耐
観

も

の
を

、
激

ゆ

る
こ
ε

に
満
足
す

る
の
要

あ
り
、
而

し

て
そ

の
激

へ
は
終
局

に
於

て
は
、
影
響

な

し
ε
せ
さ
る

へ
し

、
特

に
脛
濟
的
意

義

の
み
な
ら
す

、
倫
理
的
意
義

を
も
亦
有
す

へ
き
、
肚

會
政
策
問
題

に
閥
す

る
場
合
は

黙
り
、
否
國
民

穫
濟
政

策

に

つ
き
て
も

、
原
理

上

に
あ

り
て

は
、
経
済

的

便
否

の

問

題

に
、

之

を
限
り

得

へ

き
も

、

入

の
.行

動

は

凡
て

か
Σ
る
行

動

こ
し

て
、

倫

理
的
判
断

に
從

ふ

へ
き

に
よ
り
・、
別

に
経
済
的

道
徳
論

(<
o
貯
筆

ぎ
蓉
証
印
浮
言

寓

話

一軍
年
色

ご
し
て
、.
特

に

實
際

的
な

る

一
撃
問
を

分

つ
の
要
る
り
、
訂
由
貿

易
及

保
護

關
視

の
論
争

は
、
道
義
威

念

に
無
闕
係
た

り
得

へ

き

か
如

き
も
、
少
年
職

工

の
勢
働
力
を

、
過

度

に
利
用

し
霊
す

こ
ε
は

、
あ
ら

ゆ
る
文

明
國

に
於

て
、
學
問
上

志

さ
る

へ
き
、
無
私
公
共
心

の
力

に
よ
り

、
之

を
終
熄

せ
し

め
得

た
ザ

、
現
今

人
口

の
大
部

分
を
占

む

る
、
無

資

産
勢
働
階
級

民

の
境

遇
を

、
改
善
す

る
こ
ご
は
、
公

皿
盛

の
助

長
`
、
同
義
な
b

ざ
す

る
に
至
り

し
も

、
亦
畢

問

に
よ
る
か

＼
る
倫

理
的
影

響

の
賜
な

り
。

第
+
二
巻

(
第
五
號

」
四
五
)

八
〇
三

.


